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みなかみ町猿ヶ京温泉給湯施

設の設置及び管理事業の条例

改正に関する請願書  

みなかみ町猿ヶ京温泉 216 番地  

みなかみ町を考える会    

      代表 窪田金嘉  

令和４年１１月４日 

産業観光生活環境常任

委員会  

鈴木 美香  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【請願趣旨】  

今回、みなかみ町が推進している事業に高付加価値化推進事業があります。高付加価

値化推進事業は、観光立国を目指すために旅館・民宿の高付加価値化を推進するもので、

旅館・民宿の客室に温泉風呂を新設・庭園の整備・玄関及び室内の改装・厨房の改築等

が行われ、快適な癒しの空間を提供する画期的な観光地活性化事業が展開されておりま

す。  

しかし、高付加価値化推進事業の完了期間は、令和 5 年 2 月末日のため旅館・民宿等が

部屋付き風呂・貸切り風呂を新設することで大きな問題が発生してきました。  

 猿ヶ京温泉のほとんどの旅館・民宿が町営温泉を利用して経営しておりますが、町営

温泉には「猿ヶ京温泉給湯施設の設置及び管理に関する条例」があり、旅館・民宿が求

めている温泉利用に対し、猿ヶ京温泉給湯施設の設置及び管理に関する条例が、時代に

適応できていない条文のため、猿ヶ京温泉の将来にわたり発展の足かせになる可能性が

あります。  

 その理由は、本条例は制限規制・懲罰規制を基に、旅館・民宿に策定された昭和 45 年

から施行されてきた条例です。当時は旅館・民宿が増え続けている状況で、温泉給湯量

に限界があり、時代的にはそうせざるを得ない状況であったことは理解しております。  

 時代はコロナ禍で宿泊環境が激変しております。旅館・民宿の部屋付風呂の高付加価

値化に適応した温泉活用しやすい条例に改正していただきたく請願した次第です。  

 今回の条例改正には、もう一つ理由があります。それは値上げラッシュへの対応です。

原油の高騰を始め、殆どの物価が上昇して旅館・民宿の経営を圧迫しております。浴槽

内の温度を保つ灯油の節約が可能になれば、その他の経費の上昇に歯止めをかけ、さら

に脱炭素社会の実現も可能です。添付した条例改正案がその一助になればと考え、是非

とも早急に猿ヶ京温泉給湯施設の設置及び管理に関する条例の改正を請願するものであ

ります。 

【請願事項】  

（１）みなかみ町猿ヶ京温泉給湯施設の設置及び管理に関する条例改正を、  

本定例会でお図りいただきたく宜しくお願い申し上げます。  

（２）資料提出 ： 条例改正（案）・町営温泉の 2 年間調査資料 別紙添付  
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信号機設置に関する請願書  みなかみ町月夜野３２７４－５  

町組区長 田崎 康晴  

町組区長代理 中閑 実  

町組区参事 関 泰廣  

令和４年１１月１５日 

総務文教厚生常任委員会  

森 健治  

髙橋 市郎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【請願趣旨】  

令和 4 年 4 月 1 日に開通した都市計画道路「悪戸・矢瀬線」と一般道路２７３号線「後

閑・羽場線」交差点（月夜野会館前）は、交通量と歩行者が時間帯により多く大変危険な

状況にあり、交差点改良に向けて地域住民などから強い要望を受けています。  

本交差点は、近隣に桃野小学校と利根商業高等学校が位置し、特に登下校の時間帯は歩

行者が集中し道路を横断しています。また、出勤時間帯には車両が集中し、右左折車両が

多く通行しています。さらに、本交差点は高台になっていることから見通しが悪く、すで

に交通事故が数件発生しており、人身、特に登下校中の児童、生徒に及ぶ事故の危険も懸

念されます。このことについては、地元から沼田警察署交通課へ要望しましたが、未だに

前向きな回答を頂けない状況にあるので、信号の設置による交差点改良が早期に実現され

るよう、町から関係機関へ働きかけをして頂きますよう請願します。  

 

【請願事項】  

当該交差点において歩行者と車両が安全に通行するため、信号機を設置するよう関係各

機関へ働きかけてください。  
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安全･安心の医療･介護実現

のため人員増と処遇改善を

求める陳情書  

前橋市本町 3-9-10 

群馬県医療労働組合連合会  

執行委員長 出浦 匠人  

令和４年１０月３１日  

総務文教厚生常任委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【陳情趣旨】  

新型コロナウイルス感染の拡大により、入院が必要にもかかわらず入院できない

「医療崩壊」や、介護を受けたくても受けられない「介護崩壊」が現実となりまし

た。これは、感染対策の遅れはもちろんのこと、他の先進諸国と比べても圧倒的に

少ない医師や看護師、介護職員や保健師の不足が根本的な原因です。人手不足が長

年続いている状況を解消するためには、ＯＥＣＤ平均以下の看護師の賃金収入など、

ケア労働者の処遇改善は待ったなしの状況にあり、16 時間を連続で働き続けなくて

はならない過酷な長時間夜勤や、寝る間もない極端に短い勤務と勤務の間隔などを

解消するために、労働時間規制を含めた実効ある対策は、猶予できない喫緊の課題

です。 

毎年のように発生している自然災害時の対応や、新たな感染症に備えるためにも、

平常時から、必要な人員体制の確保を国の責任で行い、対策の中心となる公立・公

的病院や保健所の拡充など機能強化を強く求めます。そして国民誰もが安心して医

療・介護を利用できるよう、保険料や一部負担金の負担軽減も必要です。 

以上の趣旨から、下記の事項につき、地方自治法第９９条にもとづく国に対する

意見書を決議していただけるよう陳情いたします。 

 

【陳情項目】  

１．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護師・介護職員などの配置

基準を抜本的に見直し、大幅に増員すること。また、安定した人員確保のため

にも、ケア労働者の賃上げを支援すること。 

２．医療や介護現場における「夜勤交替制労働」に関わる労働環境を抜本的に改善

すること。 

①労働時間の上限規制や勤務間インターバル確保、夜勤回数の制限など、労働環境

改善のための規制を設け、実効性を確保するための財政的支援を行うこと。 

②夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること。 

③介護施設や有床診療所などで行われている「1 人夜勤体制」をなくし、複数夜勤

体制とすること。 

３．新たな感染症や災害対策に備えるため、公立・公的病院を拡充・強化し、保健

所の増設など公衆衛生体制を拡充すること。 

４．患者・利用者の負担を軽減すること。 
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利根商業高校の税理士専門

コース新設に関する陳情書  

 

みなかみ町猿ヶ京温泉 216 番地  

みなかみ町を考える会   

代表 窪田金嘉（ほか 9 名）  

令和４年１１月４日  

総務文教厚生常任委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【陳情趣旨】  

税理士法改正で、令和 5 年 4 月から施行されることになりました。  

税理士法改正の骨子は、ＤＸの進展やデジタル社会形成基本法の制定など、コロナ禍に

よる影響も相まって、経済社会全体にデジタル化の波が大きく押し寄せていること。  

また、税理士試験受験者数の減少傾向に歯止めがかからず、試験制度の見直しに加え、

税理士制度が国民・納税者により一層信頼される制度として、将来にわたり維持・発展

していくための制度改革の必要性が高まってきたこと。  

税理士の業務環境や納税環境の電子化といった、税理士を取り巻く状況の変化に的確に

対応するとともに、多様な人材の確保や、国民・納税者の税理士に対する信頼と納税者

利便の向上を図る観点から、数多くの重要な見直しが行われてきたこと。  

特に、税理士の業務のデジタル化については、改正電子帳簿保存法や電子インボイスへ

の対応等が喫緊の課題とされる中、税理士は、一事業者として、事業者を支援する専門

家として、新しい時代に向けて先頭に立って納税者利便の向上と業務の改善進歩に取り

組むとともに、テレワークやサテライトワーク等の業務執行の多様化に対応する必要が

あり、その礎となる極めて意義のあることから今回の改正に至りました。  

今回の改正は、受験資格要件の緩和については、受験へのファーストタッチを早めるた

めの改正であり、就職活動が始まる大学 3 年次までに会計学科目に合格している状況が

増加することを想定し、就職先や職業の選択において、税理士事務所や税理士に目が向

く効果も期待しています。  

今回の提案は、税理士法改正に伴い、税理士受験制度が大幅に緩和されたことを機に、

「税理士専門コース」を新設し、高校 3 年間で税理士資格を取得できるようにカリキュ

ラムを組み、出来れば高校 3 年間で税理士資格を取得し、取得できなかった残りの学科

を大学で学ぶ体制を作ってはどうかと言う陳情です。有名大学への推薦が容易になり、

受験に有利な状況が可能になります。県立商業高校は 5 年以内に税理士コースを新設し

ていきます。  

【陳情事項】  

（１）県立商業高校が教育改革をする前に、組合組織という特性を活かし、日本で最初

に手を上げて取り組んでいただきたくお願いする次第であります。  

 

 

 

 


